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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　百日咳毒素タンパク質と結合するヒト化１Ｂ７抗体であって、
　免疫グロブリン重鎖可変領域及び免疫グロブリン軽鎖可変領域を含み、
　前記免疫グロブリン重鎖可変領域は、配列番号１、配列番号２、配列番号３、配列番号
４、配列番号５、及び配列番号６から選択されるアミノ酸配列を含み；並びに
　前記免疫グロブリン軽鎖可変領域は、配列番号７、配列番号８、配列番号９、配列番号
１０、配列番号１１、及び配列番号１２から選択されるアミノ酸配列を含む、
抗体。
【請求項２】
　百日咳毒素タンパク質と結合するヒト化１Ｂ７抗体であって、
　（ａ）配列番号２のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域、及び配列番号８
のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｂ）配列番号３のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域、及び配列番号９
のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｃ）配列番号４のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域、及び配列番号１
０のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｄ）配列番号５のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域、及び配列番号１
１のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；並びに
　（ｅ）配列番号６のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域、及び配列番号１
２のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域
から選択される免疫グロブリン重鎖可変領域及び免疫グロブリン軽鎖可変領域を含む抗体
。
【請求項３】
　百日咳毒素タンパク質と結合するヒト化１１Ｅ６抗体であって、
　免疫グロブリン重鎖可変領域及び免疫グロブリン軽鎖可変領域を含み、
　前記免疫グロブリン重鎖可変領域は、配列番号１３、配列番号１４、配列番号１５、配
列番号１６、配列番号１７、及び配列番号１８から選択されるアミノ酸配列を含み；並び
に
　前記免疫グロブリン軽鎖可変領域は、配列番号１９、配列番号２０、配列番号２１、配
列番号２２、配列番号２３、及び配列番号２４から選択されるアミノ酸配列を含む、
抗体。
【請求項４】
　百日咳毒素タンパク質と結合するヒト化１１Ｅ６抗体であって、
　（ａ）配列番号１４のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域、及び配列番号
２０のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｂ）配列番号１５のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域、及び配列番号
２１のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｃ）配列番号１６のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域、及び配列番号
２２のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；
　（ｄ）配列番号１７のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域、及び配列番号
２３のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域；並びに
　（ｅ）配列番号１８のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖可変領域、及び配列番号
２４のアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖可変領域
から選択される免疫グロブリン重鎖可変領域及び免疫グロブリン軽鎖可変領域を含む抗体
。
【請求項５】
　抗体は、３ｎＭ以下のＫＤで百日咳毒素タンパク質と結合する、請求項１又は２に記載
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の抗体。
【請求項６】
　抗体は、１２ｎＭ以下のＫＤで百日咳毒素タンパク質と結合する、請求項３又は４に記
載の抗体。
【請求項７】
　百日咳毒素タンパク質と結合するヒト化１Ｂ７抗体であって、抗体は３ｎＭ以下のＫＤ
で百日咳毒素タンパク質と結合する、抗体。
【請求項８】
　ＫＤが約３ｎＭ、又は約２ｎＭ、又は約１ｎＭ、又は約０．５ｎＭである、請求項７に
記載の抗体。
【請求項９】
　百日咳毒素タンパク質と結合するヒト化１１Ｅ６抗体であって、抗体は１２ｎＭ以下の
ＫＤで百日咳毒素タンパク質と結合する、抗体。
【請求項１０】
　ＫＤは約１２ｎＭ、又は約１０ｎＭ、又は約８ｎＭ、又は約６ｎＭ、約４ｎＭ、又は約
２ｎＭ、又は約１ｎＭ、又は約０．５ｎＭである、請求項９に記載の抗体。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項の免疫グロブリン重鎖可変領域をコードするヌクレオチ
ド配列を含む単離された核酸。
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれか１項の免疫グロブリン軽鎖可変領域をコードするヌクレオチ
ド配列を含む単離された核酸。
【請求項１３】
　１つ又は複数の請求項１～１０のいずれか１項に記載の抗体、及び薬学的に許容される
賦形剤を含む医薬組成物。
【請求項１４】
　請求項１、２、５、７、又は８のいずれか１項に記載のヒト化１Ｂ７抗体及び請求項３
、４、６、９、又は１０のいずれか１項に記載のヒト化１１Ｅ６抗体を含む、請求項１３
に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　コロイド分散系、高分子複合体、ナノカプセル、ミクロスフェア、ビーズ、水中油型エ
マルジョン、ミセル、混合ミセル、又はリポソームとして製剤化される、請求項１４に記
載の医薬組成物。
【請求項１６】
　経口、鼻腔内、肺、皮内、経皮、皮下、筋肉内、腹腔内、又は静脈内送達のために処方
される、請求項１３～１５のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　百日咳菌に感染した患者を治療するための、請求項１３～１６のいずれか１項に記載の
医薬組成物。
【請求項１８】
　請求項１、２、５、７、又は８のいずれか１項に記載のヒト化１Ｂ７抗体の有効量及び
請求項３、４、６、９又は１０のいずれか１項に記載のヒト化１１Ｅ６抗体の有効量を含
み、前記ヒト化１Ｂ７抗体と前記ヒト化１１Ｅ６抗体とが百日咳菌に感染した患者に共投
与される、百日咳菌に感染した患者を治療するための医薬組成物。
【請求項１９】
　ヒト化１Ｂ７抗体及びヒト化１１Ｅ６抗体が、患者に同時に投与される、請求項１８に
記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　ヒト化１Ｂ７抗体が、ヒト化１１Ｅ６抗体を患者に投与する前に、前記患者に投与され
る、請求項１８に記載の医薬組成物。
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【請求項２１】
　ヒト化１Ｂ７抗体が、ヒト化１１Ｅ６抗体を患者に投与した後に、前記患者に投与され
る、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　ヒト化１Ｂ７抗体とヒト化１１Ｅ６抗体の共投与により相乗効果が奏される、請求項１
８に記載の医薬組成物。
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